
ハイリスク層を対象とした効果的な受診勧奨スキームの検討

参加団体

参加組合数：４組合（代表組合を含む）
代表組合：大阪港湾健康保険組合
参加組合：大阪自転車健康保険組合、大阪府管工事業健康保険組合、西日本パッケージング健康保険組合
ヘルスケア事業者：株式会社PREVENT

背景
血圧、脂質、血糖などの健診数値が高いにも関わらず受診していない、また治療を中断している層は、生活習
慣病の重症化リスクが高く、在職死亡や高額医療費発生の要因となるため、正しい疾病知識を提供し、受診必
要性を喚起することで定期通院に繋げることは重要である。

共同事業
の目的

参加組合やヘルスケア事業者のリソースやノウハウを共有することにより、治療中断者および未通院層の異常
値保有者に対する効果量の高い受診勧奨施策をコンソーシアムを通じて考案し、実行する。

共同事業
の内容

①事業運営委員会の開催による情報交換
②データ解析による対象者抽出
③効果的な受診勧奨施策の検討/立案
④受診勧奨の実行
➄効果検証

保健事業
の内容

・治療中断者への受診勧奨
・未通院層の異常値保有者への受診勧奨

評価指標 ・治療中断者の評価期間における受診再開率
・未通院層の異常値保有者の評価期間における受診率



参加健康保険組合

データベース

産業医科大学産業生態科学研究所
産業保健経営学研究室

レセプト/健診データ

（ヘルスケア事業者）

解析実施

実行

参加メンバーによる
受診勧奨施策の検討/立案

対象者の可視化

施策の効果検証

施策の立案支援

【Point】
やりたかったが…を解決する
・ノウハウがなかった
・リソースが足りない
・対象者の抽出ができない
→効果的な受診勧奨を施策！！！

共同事業のイメージ図


